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天
守

本
丸

鐘
の
丸

大
手
門
橋

表
門
橋

金
亀
公
園

西
の
丸
三
重
櫓

玄
宮
園

楽
々
園

佐
和
口

埋
木
舎

天
守

彦根西中学校彦根西中学校

ヴォーリズ洋館

（市民活動センター）

ヴォーリズ洋館

（市民活動センター）

滋賀大学滋賀大学

本
丸

西
の
丸

西
の
丸

山崎郭山崎郭

観音台観音台

天
秤
櫓

天
秤
櫓

梅
林
梅
林

ス
ミ
ス
記
念
堂

ス
ミ
ス
記
念
堂

太
鼓
門
櫓

太
鼓
門
櫓

鐘
の
丸

二の丸
佐和口多聞櫓
二の丸
佐和口多聞櫓

大
手
門
橋

京
橋
京
橋

旧西郷屋敷長屋門旧西郷屋敷長屋門

船町口船町口

表
門
橋

黒
門
橋

黒
門
橋

屋
形
船

乗
船
場
所

屋
形
船

乗
船
場
所

井
伊
直
弼
大
老
像

井
伊
直
弼
大
老
像

彦根城博物館
（表御殿）
彦根城博物館
（表御殿）

彦根観光協会彦根観光協会

夢京橋
キャッスルロード
夢京橋
キャッスルロード

金
亀
公
園

西
の
丸
三
重
櫓

玄
宮
園

楽
々
園

滋
賀
縣
護
國
神
社

滋
賀
縣
護
國
神
社

佐
和
口

い
ろ
は
松

い
ろ
は
松

埋
木
舎

⋯⋯トイレ

⋯⋯大型駐車場

⋯⋯一般・大型駐車場

⋯⋯一般駐車場

四番町スクエア四番町スクエア

Ｓ

Ｔ

Ｌ

鳳
翔
台
（
茶
室
）

鳳
翔
台
（
茶
室
）

聴
鐘
庵
（
茶
室
）

聴
鐘
庵
（
茶
室
）

馬屋馬屋

開国記念館開国記念館

時
報
鐘

時
報
鐘

彦
根
城
観
光
御
案
内

彦
根
城
は
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
Ί

黒
門
山
道

黒
門
山
道

表
門
山
道

表
門
山
道

大
手
山
道

大
手
山
道

山
崎
山
道

山
崎
山
道

彦
根
城

管
理
事
務
所

彦
根
城

管
理
事
務
所

大
手
前
保
存
用
地

大
手
前
保
存
用
地

金
亀
児
童
公
園

金
亀
児
童
公
園

天

守
（

国

宝

）

い

く

つ

も

の

屋

根

様

式

を

巧

み

に

組

合

わ

せ

た

美

し

い

曲

線

の

調

和

を

み

せ

Ὶ
ど

ℕ

し

り

と

し

た

牛

蒡

積

と

呼

ば

れ

る

石

垣

の

上

に

三

階

三

重

の

天

守

が

そ

び

え

て

い

る

Ί
京

極

高

次

が

築

い

た

大

津

城

か

ら

移

築

さ

れ

た

と

い

わ

れ

Ὶ
慶

長

12

年

（

１

６

０

７

）
頃

に

完

成

し

た

Ί
天

守

の

中

に

入

れ

ば

Ὶ
通

柱

の

な

い

造

り

や

隠

狭

間

な

ど

内

部

の

細

か

な

構

造

が

見

学

で

き

る

Ί
昭

和

27

年

国

宝

に

指

定

さ

れ

Ὶ
姫

路

城
・
松

本

城
・
犬

山

城

と

と

も

に

国

宝

四

城

の

ひ

と

つ

で

あ

る

Ί

Ｒ

表

門

橋

明

治

初

期

の

写

真

や

当

時

の

文

献

を

参

考

に

Ὶ

３

年

の

歳

月

を

か

け

平

成

16

年

２

月

Ὶ
現

代

に

蘇

ℕ

た

Ί

Ｏ

天

秤

櫓
（

重

要

文

化

財

）

表

門

か

ら

坂

を

上

が

ℕ

て

行

く

と

廊

下

橋
（

非

常

時

に

は

落

と

し

橋

と

な

る

）
が

見

え

る

Ί
こ

の

橋

を

中

央

に

し

て

建

て

ら

れ

て

い

る

の

が

天

秤

櫓

で

あ

る

Ί
ま

る

で

天

秤

の

よ

う

な

形

を

し

て

い

る

と

こ

ろ

か

ら

天

秤

櫓

と

呼

ば

れ

て

い

る

Ί
日

本

の

城

郭

で

こ

の

形

式

の

も

の

は

彦

根

城

だ

け

で

あ

る

Ί

12

時

報

鐘

城

全

体

に

響

く

よ

う

に

と

鐘

の

丸

か

ら

移

さ

れ

た

も

の

で

Ὶ
今

も

定

時

に

鐘

が

つ

か

れ
「

日

本

の

音

風

景

百

選

」
に

選

ば

れ

て

い

る

Ί
幕

末

期

に

よ

り

美

し

い

音

色

に

し

よ

う

と

大

量

の

小

判

が

投

入

さ

れ

た

Ί
ま

た

左

手

の

聴

鐘

庵

は

茶

屋

と

し

て

薄

茶

を

楽

し

め

る

Ί（

午

前

９

時

Ό

午

後

４

時	
�
   
	
�
   

￥

５

０

０	
�
   	
�
   

お

菓

子

付

）

Ｎ

太

鼓

門

櫓
（

重

要

文

化

財

）

本

丸

へ

の

最

後

の

関

門

で

あ

る

太

鼓

門

櫓

は

Ὶ
東

側

の

壁

が

無

く

Ὶ
柱

の

間

に

高

欄

を

つ

け

廊

下

に

し

て

い

る

Ί
登

城

合

図

用

の

太

鼓

の

音

を

響

か

せ

る

た

め

に

考

え

ら

れ

た

の

で

は

な

い

か

と

い

わ

れ

て

い

る

Ί

Ｍ

西

の

丸

三

重

櫓
（

重

要

文

化

財

）

本

丸

の

西

側

一

帯

を

西

の

丸

と

呼

び

Ὶ
そ

の

西

の

丸

の

一

番

は

ず

れ

に

あ

る

の

が

三

重

櫓

で

あ

る

Ί

10
ｍ

以

上

に

も

及

ぶ

高

い

石

垣

の

上

に

築

か

れ

て

い

る

Ί
三

重

櫓

の

東

側

一

帯

は

桜

が

植

え

ら

れ

Ὶ

お

花

見

の

ス

ポ

ⅳ

ト

と

し

て

も

知

ら

れ

て

い

る

Ί

Ｐ

二

の

丸

佐

和

口

多

聞

櫓
（

重

要

文

化

財

）

佐

和

口

に

向

か

ℕ

て

左

翼

に

伸

び

る

白

壁

の

櫓

Ί

明

和

４

年
（

１

７

６

７

）
に

火

災

で

類

焼

し

Ὶ
現

在

の

建

物

は

明

和

６

年

か

ら

８

年

に

か

け

て

再

建

さ

れ

た

も

の

Ί

Ｓ

玄

宮

園
（

名

勝

）

城

の

北

東

に

あ

る

大

名

庭

園

で

Ὶ
中

国

の

瀟

湘
（

し

ℹ

う

し

ℹ

う

）
八

景

に

ち

な

ん

で

選

ば

れ

た

近

江

八

景

を

模

し

て

つ

く

ら

れ

た

縮

景

園

Ί
第

四

代

当

主

直

興

が

延

宝

５

年
（

１

６

７

７

）
に

造

営

し

た

Ί

毎

年

９

月

中
「

虫

の

音

を

聞

く

会

」
が

Ὶ
11

月

後

半

に

は
「

紅

葉

の

ラ

イ

ト

ア

ⅳ

プ

」
が

催

さ

れ

Ὶ
大

名

庭

園

な

ら

で

は

の

秋

が

味

わ

え

る

Ί

Ｔ

鳳

翔

台
（

茶

室

）

玄

宮

園

内

の

築

山

に

建

つ

趣

の

あ

る

建

物

Ί
か

つ

て

は

Ὶ
藩

主

が

客

人

を

も

て

な

す

た

め

の

客

殿

で

あ

ℕ

た

Ί
こ

の

鳳

翔

台

か

ら

眺

め

る

玄

宮

園

の

美

し

さ

は

す

ば

ら

し

く

Ὶ
庭

園

を

鑑

賞

し

な

が

ら

の

薄

茶

の

味

わ

い

は

格

別

で

あ

る

Ί（

午

前

９

時

Ό

午

後

４

時	
�
   	
�
   

￥

５

０

０	
�
   	
�
   

お

菓

子

付

）
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い

ろ

は

松

表

門

橋

に

向

か

う

中

堀

の

沿

道

の

松

並

木

で

Ὶ
47

本

あ

ℕ

た

の

で

こ

の

名

が

付

け

ら

れ

た

Ί
現

在

は

33

本
（

補

植

12

本

）
残

ℕ

て

い

る

Ί
当

時

の

面

影

が

偲

ば

れ

る

通

り

で

あ

る

Ί

10

埋

木

舎
（

月

曜

日

定

休

）

井

伊

直

弼

が

青

春

時

代

を

過

ご

し

た

館

Ί
徳

川

幕

府

の

大

老

と

し

て

幕

末

動

乱

期

Ὶ
開

国

の

父

と

な

ℕ

た

才

能

の

礎

は

こ

の

埋

木

舎

で

暮

ら

し

た

時

代

に

培

わ

れ

た

Ί（

☎

０

７

４

９-

23-

５

２

６

８

）
Ｑ

馬

屋
（

重

要

文

化

財

）

元

禄

時

代

に

建

て

ら

れ

Ὶ
常

に

十

数

頭

の

藩

主

用

の

馬

が

つ

な

が

れ

て

い

た

Ί
昭

和

43

年

に

解

体

修

理

さ

れ

Ὶ
こ

け

ら

葺

き

の

屋

根

が

美

し

い

Ί
城

内

に

残

る

馬

屋

は

彦

根

城

だ

け

で

あ

る

Ί

中
堀
中
堀

中
堀
中
堀

内
堀
内
堀

内
堀
内
堀

彦根東高等学校彦根東高等学校

旧鈴木屋敷長屋門旧鈴木屋敷長屋門

旧池田屋敷長屋門旧池田屋敷長屋門

彦根市立図書館彦根市立図書館

（外観のみ公開）（外観のみ公開）

（外観のみ公開）（外観のみ公開）

（工事中）（工事中）

彦
根
城
の
天
守
・
櫓
・
馬
屋
な
ど
指
定
建
造
物
は
す
べ
て
公
開
し
て
い
ま
す
Ί

ひこねまち遊びケータイ



至
米
原

至京都方面

卍
大
洞
弁
財
天

卍
龍
潭
寺

卍
大
洞
弁
財
天

井
伊
神
社

卍
清
凉
寺

卍
龍
潭
寺

●近江鉄道彦根駅

●JR彦根駅

●近江鉄道彦根駅

●●

●●

近江鉄道彦根口駅

近江鉄
道ひこ

ね芹川
駅

近江鉄道

●JR彦根駅

佐和山城跡	
�
   ▲

国
道
８
号
線

国
道
８
号
線

卍天寧寺

彦根ＩＣ.多賀へ彦根ＩＣ.多賀へ

古沢町

船町

矢倉川

ミシガン州立大学
連合日本センター
ミシガン州立大学
連合日本センター

●不動明王●不動明王

磯崎神社

●

磯崎の万葉歌碑

湖周道路湖周道路

●観光船のりば●観光船のりば

●市民体育センター●市民体育センター

●スイミングセンター
　　　	
�
   	
�
   （７月~９月）
●スイミングセンター
　　　	
�
   	
�
   （７月~９月）

●テニスコート●テニスコート

●彦根警察署●彦根警察署

●
陸
上
競
技
場

●
陸
上
競
技
場

●
県
営
野
球
場

●
県
営
野
球
場

●金亀公園

御蔵橋御蔵橋

大
手
門
橋

大
手
門
橋

三
の
丸
橋

（
歩
道
橋
）

三
の
丸
橋

（
歩
道
橋
）●西の丸三重櫓（重文）●西の丸三重櫓（重文）

●山崎郭●山崎郭

●楽々園

●玄宮園（名勝）

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

ＰＰ

ＰＰ

Ｐ

彦
根
市
立
図
書
館
●

彦
根
市
立
図
書
館
●

●天守（国宝）

●太鼓門櫓（重文）●太鼓門櫓（重文）

●天秤櫓（重文）●天秤櫓（重文）

●鳳翔台

●彦根城博物館●彦根城博物館
●鐘の丸

●井伊直弼大老像●井伊直弼大老像

屋形船乗船場所屋形船乗船場所

馬屋（重文）馬屋（重文）

二の丸
佐和口多聞櫓（重文）
二の丸
佐和口多聞櫓（重文）

●

●
●

●埋木舎●埋木舎

滋賀縣護國神社滋賀縣護國神社

●旧池田屋敷長屋門●旧池田屋敷長屋門

●●
旧鈴木屋敷長屋門旧鈴木屋敷長屋門 湖東環境・総合事務所湖東環境・総合事務所

市役所市役所

井
伊
直
政
公
像
●

井
伊
直
政
公
像
●

●
観
光
案
内
所

●
観
光
案
内
所

●
バ
ス･

タ
ク
シ
ῴ

●
バ
ス･

タ
ク
シ
ῴ

旭町

元町元町

大東町

京町二丁目

京町一丁目

尾末町

松原町

観光バス専用観光バス専用

観光協会観光協会

い
ろ
は
松

い
ろ
は
松●彦根東高等学校

●市民会館●市民会館

表門橋表門橋

黒門黒門

城東小学校

勤労福祉会館勤労福祉会館

千代神社

旅

A

A

A

A

A

A

B

B

B

B

〒

〒

B

B

B

B

B

B

卍

佐和山小学校

安清町

錦
町
錦
町

中央町
立花町

佐
和
町

河
原
二
丁
目 河

原
三
丁
目

卍
長
久
寺

▲雨壺山

●千鳥が丘公園

卍済福寺

下
芹
橋

下
芹
橋

中
薮
橋

中
薮
橋

池
州
橋

池
州
橋

後
三
条
橋

後
三
条
橋

芹
橋
芹
橋

恵
比
寿
橋

恵
比
寿
橋

中
芹
橋

中
芹
橋

ベルロ
ード（

巡礼街
道）

ベルロ
ード（

巡礼街
道）

七
曲
り
（
仏
壇
店
街
）

芹橋二丁目

芹橋一丁目

池州町

中薮一丁目 栄町一丁目

栄町二丁目中薮二丁目

長曽根町

ケ
ヤ
キ
並
木

ケ
ヤ
キ
並
木

ゑ
び
す
神
社

彦
根
地
方
気
象
台

彦
根
地
方
気
象
台

馬場二丁目

馬場一丁目

松原一丁目

●滋賀大学経済学部
滋賀大学経済学部

彦根西中学校

卍北野寺卍北野寺

夢京橋キ
ャッスル

ロード

夢京橋キ
ャッスル

ロード

彦根西高校彦根西高等学校

城西小学校

●

●

●

●

腹痛石腹痛石

俳遊館俳遊館

善
利
組
足
軽
組
屋
敷

　
　
　

（
非
公
開
）

金亀会館（旧弘道館）金亀会館（旧弘道館）

商工会議所商工会議所

城
町
一
丁
目

城
町
二
丁
目

城
町
二
丁
目

本
町
三
丁
目

本
町
三
丁
目

本
町
二
丁
目

本
町
二
丁
目

本
町
一
丁
目

本
町
一
丁
目

有料駐車場

銀行

骨董品を扱う店舗

彦根町

番衆町

大工町

寺　町

江戸町

江戸町

鍛冶屋町

旗
手
町

袋　

町

職
人
町

連
着
町

桶
屋
町

本　

町

伊
賀
町

白
壁
町

紺
屋
町

上
魚
屋
町

下
魚
屋
町

堤
防
に
沿
ℕ
て
続
く
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ヤ
キ
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木
は
Ὶ彦
根
城
築
城
の
際
に
防
護
堤
用
に

今
の
川
筋
に
し
た
芹
川
に
植
え
ら
れ
Ὶ樹
齢
四
百
年
に
な
る
Ί川
の
南
側
は

遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
Ὶ四
季
を
通
し
て
の
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
Ί

堤
防
に
沿
ℕ
て
続
く
ケ
ヤ
キ
並
木
は
Ὶ彦
根
城
築
城
の
際
に
防
護
堤
用
に

今
の
川
筋
に
し
た
芹
川
に
植
え
ら
れ
Ὶ樹
齢
四
百
年
に
な
る
Ί川
の
南
側
は

遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
Ὶ四
季
を
通
し
て
の
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
Ί

触れるとお腹の痛くなる石。
別名、巡礼の腰掛け石

し
だ
れ
桜
や
も
み
じ
の

美
し
さ
は
有
名
Ί

井
伊
家
の
菩
提
寺

旧西郷屋敷
長屋門●

検察庁●

ス
ミ
ス
記
念
堂

ス
ミ
ス
記
念
堂

　ヴォーリズ洋館

	
�
   （市民活動センター）

●ヴォーリズ洋館

	
�
   （市民活動センター）

裁判所●

琵琶湖周航の歌碑琵琶湖周航の歌碑

名勝	
�
   松原下屋敷（お浜御殿）	
�
   名勝	
�
   松原下屋敷（お浜御殿）	
�
   

藩制時代の町名

石田三成が五層の天守を持つ、立派な
城を構えていたと伝えられる。山頂ま
での登山道はあるが、登るには十分な
準備が必要。

石田三成が五層の天守を持つ、立派な
城を構えていたと伝えられる。山頂ま
での登山道はあるが、登るには十分な
準備が必要。

車
は
通
れ
ま
せ
ん
Ί

車
は
通
れ
ま
せ
ん
Ί

梅林梅林

多景島・竹生島へ

松原二丁目

卍

卍

外町

京橋

B

米原へ

米原へ

近江八幡・大津へ

米原・長浜へ

社会保険事務所社会保険事務所

駅　

前　

お　

城　

通　

り

駅　

前　

お　

城　

通　

り

船町

古沢町

WC

WC

WC

WC

WC

WC

WC

↑
彦
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ま
で
の
近
道

　
　

（
車
両
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行
不
可
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↑
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の
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（
車
両
通
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不
可
）

彦
根
港
ま
で
の
近
道

　

（
車
両
通
行
不
可
）

彦
根
港
ま
で
の
近
道

　

（
車
両
通
行
不
可
）

直
孝
公
の
歯
を
祀
ℕ
た

御
廟
が
あ
る
Ί

直
孝
公
の
歯
を
祀
ℕ
た

御
廟
が
あ
る
Ί

ひ
こ
ね
街
の
駅

「
寺
子
屋
力
石
」

ひ
こ
ね
街
の
駅

　
　
　

「
戦
國
丸
」

ひ
こ
ね
街
の
駅

　
　
　

「
戦
國
丸
」

彦根ご城下巡回バス	
�
   巡回コース

（☎0749-25-2503：近江鉄道）

京町三丁目京町三丁目

バス可バス可

バス可バス可

＊運行日時	
�
   要確認

開国記念館開国記念館

登リ町グリ
ーン通り

登リ町グリ
ーン通り

リバーサ
イド橋本

通り

リバーサ
イド橋本

通り

大
手
前
保
存
用
地

金亀児童公園金亀児童公園

だ
る
ま
ま
つ
り
が
行
わ
れ
て
い
る
Ί

ま
た
Ὶ沙
羅
双
樹
の
花
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
Ί

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
六
月
中
旬
Ό
下
旬
）

だ
る
ま
ま
つ
り
が
行
わ
れ
て
い
る
Ί

ま
た
Ὶ沙
羅
双
樹
の
花
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
Ί

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
六
月
中
旬
Ό
下
旬
）

松原橋

長曽根町北

花
し
ℹ
う
ぶ
通
り

花
し
ℹ
う
ぶ
通
り

Ｐ

（非公開）（非公開）

（期間限定公開）（期間限定公開）

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ῴ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ῴ
ス

卍

芹川

長曽根

新海浜

松原

四

番

町

ス

ク

エ

ア

琵琶湖

彦根港

ひこね街なかプラザひこね街なかプラザ

多賀へ

●ガーデンホテル大和
　	
�
   	
�
   tel.0749-24-5671／シングル	
�
   4,500円~

●コンフォートホテル彦根
　	
�
   	
�
   tel.0749-27-8211／シングル	
�
   6,500円~

●ビジネスホテル近江
　	
�
   	
�
   tel.0749-22-0372／シングル	
�
   4,500円~

●グランドデュークホテル
　	
�
   	
�
   tel.0749-24-1112／シングル	
�
   5,500円~

●ホテルサンルート彦根
　	
�
   	
�
   tel.0749-26-0123／シングル	
�
   6,300円~

●ホテルエスタシオンひこね
　	
�
   	
�
   tel.0749-22-1500／シングル	
�
   6,300円~

●彦根ステーションホテル
　	
�
   	
�
   tel.0749-22-7511／シングル	
�
   4,500円~

●彦根北アートホテル
　	
�
   	
�
   tel.0749-27-9900／シングル	
�
   4,480円~

●彦根キャッスルホテル
　	
�
   	
�
   tel.0749-21-2001／シングル	
�
   4,900円~

●料理旅館	
�
   八景亭
　	
�
   	
�
   tel.0749-22-3117／1泊2食	
�
   29,400円~

●彦根ビューホテル
　	
�
   	
�
   tel.0749-26-1111／1泊2食	
�
   7,800円~　

●味覚の宿	
�
   双葉荘
　	
�
   	
�
   tel.0749-22-2667／1泊2食	
�
   16,800円~

●かんぽの宿	
�
   	
�
   彦根
　	
�
   	
�
   tel.0749-22-8090／1泊2食	
�
   11,000円~

●琵琶湖コンファレンスセンター
　	
�
   	
�
   tel.0749-43-3000／シングル	
�
   8,000円~

●鳥羽や旅館
　	
�
   	
�
   tel.0749-22-0325／1泊2食	
�
   6,300円~　

●料亭旅館	
�
   やす井
　	
�
   	
�
   tel.0749-22-4670／1泊2食	
�
   31,500円~

●ビジネスホテル芹川
　	
�
   	
�
   tel.0749-26-2750／シングル	
�
   3,600円~

●清瀧旅館
　	
�
   	
�
   tel.0749-22-0071／1泊2食	
�
   6,000円~

●彦根びわこホテル
　	
�
   	
�
   tel.0749-24-8000／シングル	
�
   6,200円~

●ホテルサザンビレッジ
　	
�
   	
�
   tel.0749-22-5555／シングル	
�
   5,500円~

●南彦根ステーションホテル
　	
�
   	
�
   tel.0749-26-0755／シングル	
�
   4,800円~

●スーパーホテル南彦根駅前
　	
�
   	
�
   tel.0749-24-9000／シングル	
�
   4,980円~

●ホテルレイクランド彦根
　	
�
   	
�
   tel.0749-27-5000／シングル	
�
   5,250円~

●ホテルルートイン彦根
　	
�
   	
�
   tel.0749-21-2551／シングル	
�
   6,500円~

●彦根アートホテル
　	
�
   	
�
   tel.0749-26-0008／シングル	
�
   5,900円~

宿泊施設のご案内

●	
�
   夢京橋キャッスルロード

白壁と紅殻に煤がけの黒格子、軒の傾斜をそろえ、

歴史的景観を大切に現代に甦った新しい城下町で

す。お食事処、伝統の和菓子、お土産など、個性豊か

なお店の数々が軒を連ねています。

●	
�
   四番町スクエア

彦根の台所と呼ばれた市場商店街が、「大正ロマン」

をコンセプトに生まれ変わった町です。脳にやさ

しいハイパーソニック・サウンドが流れ、水、音、そ

して祈り⋯⋯、ノスタルジックな癒しの都市空間で、

お買い物を楽しんでいただけます。

●	
�
   花しょうぶ通り

戦国をテーマにまちづくりに取り組んでいる商店

街です。いしだみつにゃん、しまさこにゃんもこの

町が生み出しました。

銭湯を改装した「戦國丸」は戦国グッズのライン

ナップも充実し、全国の戦国ファンから熱い視線

が注がれています。

●	
�
   俳遊館（火曜日定休）	
�
   	
�
   ☎0749-22-6849

彦根の情報を俳句とともに紹介する酒落たみ

ちくさ処。大正13年に建てられた銀行を利用し、

レトロな雰囲気を醸し出している。投句箱が

設けられており、旅の想い出にと一句詠む人

も多い。

卍卍

南彦根
駅

南彦根
駅

交番交番

ビバシティ

地蔵町

国道８号線

西沼波町

東中 文

ベルロ
ード

ベルロ
ード

戸賀町西
野瀬町東

戸賀町西
野瀬町東

犬

上

川

ひこね市

文化プラザ

ひこね市

文化プラザ

彦根観光協会	
�
   2011年2月
　　　	
�
   	
�
   発行部数	
�
   600,000部

＊本製品の無断複製を禁じます。

国道８号線

高宮町

卍

季節や人数などにより料金が変動することがあります
ので必ず事前にご確認ください。

多賀町役場

国
道
３
０
６
号
線

多賀



彦根市佐和町11-36／tel.0749-24-1112／fax.0749-24-1117

営業時間	
�
   11：30~14：00・17：00~21：00（L.O.	
�
   20：30）／定休日	
�
   なし

彦根市本町2-1-6／tel.&fax.0749-27-5025

営業時間	
�
   11：00~14：30・17：00~20：00（L.O.）／火曜日定休

彦根市佐和町1-8／tel.0749-21-3001／fax.0749-21-2200

営業時間	
�
   11：30~14：00・17：30~21：30（L.O.	
�
   20：30）／定休日	
�
   なし

ちゃんぽん亭総本家	
�
   彦根駅前本店	
�
   
彦根市旭町9-6／tel.0749-23-1616

営業時間	
�
   11：00~23：00（L.O.	
�
   22：30）／定休日	
�
   なし

彦根市立花町1-1／tel.0749-26-2615／fax.0749-26-5858

営業時間	
�
   11：30~20：00／水曜日定休

中国料理	
�
   龍鱗

彦根キャッスルホテル	
�
   日本料理	
�
   橘菖

彦根市旭町9-11	
�
   石原ビル5F／tel.0749-24-3570／fax.0749-26-9793

営業時間	
�
   11：00~14：00（L.O.	
�
   13：30）・17：00~22：00（L.O.	
�
   21：00）／火曜日定休

彦根市本町2-1-7／tel.0749-21-2789／fax.0749-21-3267

営業時間	
�
   11：30~14：30・17：00~22：00（L.O.	
�
   20：30）／火曜日定休

鮨割烹	
�
   銀水

グランドデュークホテル	
�
   レストラン	
�
   アモーレ

うなぎや	
�
   源内

彦根市本町1-11-25／tel.&fax.0749-27-2929

営業時間	
�
   11：30~14：00・17：00~21：30（L.O.）／水曜日定休

焼肉ダイニング	
�
   千乃房

近江肉せんなり亭	
�
   伽羅

彦根市旭町9-5／tel.0749-22-0919／fax.0749-24-6669

営業時間	
�
   11：30~14：00・16：30~23：00／日曜日定休（営業日もあり）

近江牛肉専門店「千成亭」の直営店。

和の落ち着いた座敷席で、本格的な

近江肉料理を。ランチは、近江牛肉

の鉄火丼御膳2,180円やすき焼き鍋

膳2,380円等、手軽なメニューも。デ

ィナーはすき焼き・しゃぶしゃぶ各

6,300円（サ別）、ステーキ8,400円~（サ

別）のほか、近江肉を使った会席料

理5,300円~（サ別）もございます。

ご城下、彦根の玄関口でお出迎え。

活のいいネタ、豊富な食材が揃って

います。カウンター20席、大小お座

敷２名様より40名様まで、粋のいい

板さんがあなたのご来店をお待ち

してます。

夜の営業は16：30~23：00まで。

駅から徒歩3分のホテル1階のレス

トラン。2010年9月にリニューアルし、

和食・洋食・和洋折衷料理をお気軽

に食して頂けます。平日980円のラ

ンチから近江牛会席料理、近江牛特

選フルコース、和洋折衷デューク特

選ディナーまで、様々なお料理で皆

様のお越しをお待ちしております。

国産鰻と炭火焼にこだわった本格

的うなぎ専門店。厳選した国産鰻を

備長炭とコクのあるタレで焼き上

げました。身は“ふわっと柔らか”、

皮は“ぱりっと香ばしく”が自慢の

うなぎ丼をはじめ、お勧めの“源内

ひつまぶし”は4回の違った食べ方

で鰻を楽しめる女性に人気のメニ

ューです。

やっぱり本場の近江牛は旨い！近

江牛肉のルーツは彦根牛。動物の殺

生を禁じられていた時代に、牛の屠

殺が許されていたのは彦根藩だけ。

牛肉は養老の媚薬として、干し肉や

味噌漬けとして諸国大名達に献上

されていました。新鮮で貴重な部位

の本格的な焼肉やリーズナブルな

ランチメニューもどうぞ！

彦根市河原2-2-25／tel.0749-26-4129／fax.0749-26-4130

営業時間	
�
   11：30~14：30・17：00~22：00（L.O.	
�
   20：30）／水曜日定休

千成亭別館	
�
   華見

日本庭園を眺めながら、至福の近江

肉料理に舌鼓⋯。純和風テイストの

鉄板焼きコーナーで焼き上げる近

江肉のほか、近江肉を使って季節感

あふれる会席料理が楽しめます。ラ

ンチは、普通席が2,500円~、鉄板焼

コーナーが2,980円~、ディナーは、

普通席が6,000円~、鉄板焼コーナ

ーが7,800円~。

彦根市佐和町10-9／tel.0749-22-2755

営業時間	
�
   11：30~14：00・17：00~23：00（L.O.	
�
   22：30）／不定休

彦根市本町1-6-26／tel.&fax.0749-24-2297

営業時間	
�
   水~日曜11：00~19：00（L.O.	
�
   18：30）・月曜11：00~15：00／火曜日定休

寿司・割烹	
�
   大名

十割そば	
�
   もんぜんや

お昼は向かいの支店掃部にて、鰻の

ひつまぶし膳など鰻料理。夜は、近

海の旬魚を使った寿司はもちろん

一品料理のほか、魚・肉料理など100

種類以上のメニューがあります。1

品350円~の気軽なお店です。地酒

もそろっています。この観光地図持

参の方にドリンク全品一割引。

当店は、夢京橋キャッスルロードの

ほぼ中央にて、国内産のそば粉、小

麦粉のみで打った十割そば、八割そ

ば、季節の変わりそば、そして、細麺

のうどんなどを湖国の幸（近江牛・

小鮎・わかさぎ）とともにご用意い

たしております。どうぞお気軽にご

利用下さいませ。

彦根市本町1-8-28／tel.&fax.0749-26-3313

営業時間	
�
   11：00~21：00（L.O.	
�
   20：30）／定休日	
�
   なし

すき焼き・うどん	
�
   にし川

当店では、厳選されたA4クラス以

上の近江牛を使用しております。女

性に大人気の牛テールをじっくり

煮込んだコラーゲン豊富なテール

うどん！近江牛と甘くてジューシ

ーな淡路島産の玉葱、滋賀特産米の

「秋の詩」を使用した絶品の牛丼。大

人気の牛巻きおにぎり、特選すき焼

き等、近江牛をお楽しみください。

創業昭和38年、彦根発祥の近江ちゃ

んぽん専門店。厳選した魚節や昆布

などのだしベースに仕上げたあっ

さりスープが特徴。コシの強さと風

味が独特の自家製麺や、大釜で炊く

自家製出汁、たっぷり野菜など、手

作りにこだわった地域を代表するB

級グルメ！

ホテルサンルート彦根	
�
   日本料理	
�
   花かがみ	
�
   近江

献上伊吹そば	
�
   つる亀庵

彦根市旭町9-14	
�
   （地下１階）／tel.0749-26-0123／fax.0749-26-0686

営業時間	
�
   17：00~21：30（L.O.	
�
   21：00）／定休日	
�
   なし

駅から徒歩１分のホテル。地下１階

に店を構えており、宿泊を兼ねて

の利用にとても便利です。店内は

落ち着いた雰囲気で、地元滋賀の食

材を中心に料理人の心と味を楽し

んでいただけます。

営業時間以外も、予約にて承ってお

ります（要相談）。

彦根藩井伊家が将軍家へ献上して

いた伊吹蕎麦。伊吹山で収穫される

貴重なそば粉や湧水を使用してい

ます。古事記や日本書紀にもその名

が記される滋賀県最高峰の「伊吹山」

は日本における蕎麦発祥地ともい

われています。歴史と地産物が背景

にある味わいをご賞味ください。

滋賀が誇る近江牛と日野町産バー

ムクーヘン豚の二大ブランド肉や、

旬の魚介、野菜のせいろ蒸しは、特

製ダシでいただくさっぱりとした

味わいながらも、旨みがギュッと閉

じ込められて美味しい。店内はテー

ブル全席堀りこたつ完備で落ち着

いた雰囲気。他にも和食の料理人が

腕を振るうメニューやランチも好評。

1979年開業。JR彦根駅から徒歩1分。

広東料理をベースにした本格中華

のフルコースから、地元の食材、旬

の食材を使用した季節の一品料理

まで、幅広いメニューでお客様のニ

ーズにお応えします。

彦根の歴史や文化をテーマに、近江

牛や琵琶湖の食材など地産地消に

こだわった日本料理でおもてなし

致します。写真は彦根藩井伊家の赤

備え鎧をモチーフにした「赤備御膳

~あかぞなえごぜん~」昼限定30食

にて1,732円（税サ込）です。

近江牛肉料理・四万十ポーク料理	
�
   ニュー	
�
   あ桜
彦根市本町1-7-34	
�
   ひこね食賓館	
�
   四番町ダイニング1F／tel.0749-22-4747／fax.0749-22-4747

営業時間	
�
   11：30~14：00・17：00~22：30（L.O.	
�
   21：30）／水曜日定休

郷土の自慢の近江牛肉料理が今ま

で以上にリーズナブルに楽しんで

いただけます。

近江牛肉ビーフランチ（ご飯、スープ、

ミニサラダ付）：1,050円、近江牛肉

サイコロステーキランチ（ご飯、ス

ープ、ミニサラダ付）：1,470円、ラン

チコーヒー：200円（おかわり自由）。

近江牛	
�
   沙斗羅（シャトラ）

県下では他に類を見ない本格派の

炭火焼レストランです。熱源には鉄

板ではなく「備長炭」を使用し、素材

のもつ旨味を十分に引き出し、丁寧

に焼き上げております。近江牛はも

ちろん、その絶品のお料理の数々を、

ぜひ五感で味わって下さい。ランチ

コース：3,150円~、ディナーコース

3,675円~（近江肉使用の場合5,775円~）。

彦根市本町2-3-14	
�
   夢京橋テナントS2F／tel.0749-21-2668

営業時間	
�
   11：30~13：30・18：00~23：00（L.O.	
�
   22：30）／月曜日定休

せいろ蒸しと季節料理	
�
   囲

季節に合わせてにぎわう庭の木々

を眺めながら落ち着いたお座敷で

おくつろぎいただけます。

大切な方のおもてなしから、ご家族

だんらんのご会食に、大小各種ご宴

会に、お気軽にご利用ください。

彦根市錦町4-23／tel.0749-22-0063／fax.0749-24-1011

営業時間	
�
   11：00~14：00・16：00~20：30／不定休

御料理	
�
   	
�
   伊勢幾	
�
   

彦根市安清町12-14／tel.0749-23-8238／fax.0749-24-4141

営業時間	
�
   11：00~15：00・17：00~21：00（L.O.	
�
   20：30）／木曜日定休

しる万	
�
   本店

彦根城下。純和風の“しる万	
�
   本店”

店長が毎日じっくり仕込んだダシ

の効いたうどんやそばを是非一度

ご賞味くださいませ。しる万	
�
    本店

自慢の「うなぎのせいろ蒸し」もお

すすめです。

湖東三山	
�
   西明寺門前	
�
   老舗「一休庵

本店」の彦根店として親しまれてお

ります。ゆったりとした空間で、新

鮮な魚料理の数々と、県内産大豆「タ

マホマレ」をブレンドした自家製名

物「一休豆富」が評判です。四季折々

に味の彩りを添え、皆様のお越しを

お待ち申し上げております。

彦根市西今町伊庭932-1／tel.0749-21-0345／fax.0749-21-0346

営業時間	
�
   11：30~14：30（L.O.14：00）・17：30~23：00（L.O.22：00）／定休日	
�
   なし

彦根一休庵
彦根市河原2-2-34／tel.0749-24-5315／fax.0749-23-0868

営業時間	
�
   11：30~（　　　　　）・17：30~23：00（L.O.	
�
   22：00）／月曜日定休（　　　　　）
前日までに

要予約
祝日の場合は

予約のみ営業



オーミマリン彦根港
彦根市松原町3755

tel.0749-22-0619／fax.0749-24-7999

竹生島めぐり	
�
   大人：	
�
   3,300円

　　　　　　	
�
   子ども（小学生）：1,650円

丸十食品

四季を通じて、その折々旬にある淡水魚を

炊き上げた琵琶湖の味覚、湖魚の旨煮、鮒ず

し・山菜を、お土産・ご進物に！

彦根の地酒「金亀」や近江の地酒・地ビール・

地焼酎等取り扱っております。試飲もでき

ます。原酒　石田三成・鬼の左近もあります。

オリジナルひこにゃんグッズをはじめ、ゑ

びすくん、カモンちゃん、井伊直弼、彦根屏

風グッズ等、多数取り揃えております。

幕末、彦根藩の御用窯として栄えた湖東焼。

その流れを大切に製作しております。手造

りの器を展示・販売。体験陶芸教室も。

彦根市佐和町9-31

te l .0749-22-1907/fax.0749-22-0576

営業時間	
�
   8：30~20：00/水曜日定休

どら焼き	
�
   虎てつ

彦根市立花町1‐2	
�
   彦根キャッスルホテルとなり

tel.0749-26-3838

営業時間	
�
   9：30~17：30/水曜日定休（3・4月は不定）

営業時間	
�
   9：00~17：00

　　　　	
�
   	
�
   	
�
   （定期観光船は9：30~）

3月第2土曜日~11月30日は無休

（12月1日~3月第2土曜日の前日までは土日祝のみ）

夢京橋あかり館
彦根市本町2-1-3／tel.0749-27-5501／fax.0749-27-5502

営業時間	
�
   9：30~17：30／火曜日定休（季節により定休日のない月あり）

和菓子処	
�
   さわ泉
彦根市佐和町1-7／tel.0749-27-3030／fax.0749-27-3333

営業時間	
�
   10：00~18：00（12月~2月は17：00）／定休日	
�
   なし（12/24~12/31は休み）

いろは松前で我が子にも安心して

食べさせられるお菓子作りをして

います。あんこはもちろん自家製餡、

国内産有機肥料小豆100％です。国宝・

彦根城を見ながら店内で地産地消

の団子、酒々饅頭等、和菓子本来の

おいしさをお楽しみいただけます。

だんごセット：525円、お抹茶セット：

630円、殿様ぜんざい：735円。

江戸時代からの伝統を受け継ぐ「和

蝋燭」を中心にさまざまなあかりと、

お香、お線香など、心を癒す香りの

商品を取りそろえております。また、

キャンドル作り体験を楽しめる工

房と、2階の「まちなか博物館」では、

石田三成と志を共にした武将達を

紹介する「MITSUNARI 11」の特別

企画展を開催しております。

彦根城屋形船
彦根市金亀町7-5

tel.080-1461-4123／fax.0749-26-4868

大人1,200円	
�
   小人600円（３歳以下無料）

年中無休	
�
   お問い合わせください。

3月~11月	
�
   平　日	
�
   10：00~15：00

　　　　	
�
   	
�
   	
�
   土日祝	
�
   10：00~16：00

12月~2月	
�
   平　日	
�
   予約のみ

	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   	
�
   土日祝	
�
   11：00~14：00

藩主井伊家が大名・公家の接待や領内の視察、

鷹狩に使用した藩主御好屋形船を当時の絵図

面から復元し、彦根城内堀で運航しています。

船頭のガイドとともにめぐる堀の水面からの

眺めはすばらしく、国宝・彦根城天守をはじめ、

頭上をおおう桜、初夏には新緑、錦秋の紅葉、

冬は炬燵船からの雪見をお楽しみください。

びわ湖観光船「竹生島」「多景島」クルーズ　雄

大なびわ湖に浮かぶ神秘的な島々。琵琶湖八

景のひとつ竹生島。見る方向によって様々な

島影を見せる多景島。ロマンあふれる島々を

巡る旅！はびわ湖観光船オーミマリン「わか

あゆ」号をご利用ください。

彦根食賓館	
�
   四番町ダイニング
彦根市本町1-7-34／tel.0749-27-7755／fax.0749-27-7766

営業時間	
�
   10：00~19：00／不定休

彦根の台所として栄えたかつての

本町市場商店街を再現した、大正ロ

マン溢れる「四番町スクエア」の中

心の「食」をテーマにしたセレクト

ショップ。地元産の野菜・銘菓・地酒

の美味しいものがズラリ！	
�
   2Fには、

ひこにゃんグッズをはじめ、数多く

のキャラクターグッズを取り揃え

ております。

極楽湯	
�
   彦根店
彦根市西沼波町175-1／tel.0749-26-2926

営業時間	
�
   9：00~深夜3：00（最終入館受付	
�
   深夜2：30）

観光やドライブで疲れた身体を癒

すには、お風呂が一番！彦根インタ

ーからも車で約5分の好立地。しか

も中にはお風呂だけではなく、お食

事処や整体道場、カットサロンまで

完備。日本一の店舗数を誇る「極楽湯」

で身体も心も「湯ったり」していき

ませんか？

いと重菓舗
彦根市本町1-3-37／tel.0749-22-6003／fax.0749-26-2645

営業時間	
�
   8：30~18：00／火曜日定休

文化６年（1809年）創業、彦根の町と

共に二百余年の歴史を刻んだ和菓

子の老舗で、大老・井伊直弼公にも

御菓子を納めていました。銘菓「埋

れ木」は自家製の白餡を求肥で包み、

抹茶と和三盆糖をまぶした御菓子で、

滋賀県の代表的な銘菓に挙げられ

ております。

熟成近江牛専門店	
�
   千成亭
彦根市河原2-2-30／tel .0749-22-1808／fax.0749-22-1873

営業時間	
�
   9：00~19：00／水曜日定休

近江肉一筋。創業以来、近江肉の伝

統の味覚を伝承し、近江牛の中でも、

子を産んでいない未経産の牝牛を

長期肥育し、昔ながらの食べて味の

ある牛肉を提供できるよう取り組

んでいます。近江肉のほか、味噌漬・

つくだ煮・自家製ハム・ソーセージ

も直売しています。地方発送も承り

ます。2階で近江肉料理も楽しめます。

お茶の政所園	
�
   夢京橋店
彦根市本町2-1-7／tel.0749-22-8808／fax.0749-22-8808

営業時間	
�
   10：00~18：30／火曜日定休

ふわりとお茶の香ばしい香りが漂

う店内は、無農薬『政所茶』をはじめ、

風味の異なる茶が多数勢揃いです。

中でも、煎茶『彦根屏風」やひこにゃ

んなどキャラクターをあしらった

お茶はお土産に人気です。茶専門店

ならではの抹茶ソフトクリーム『源

三郎』は、石臼で挽いた抹茶を使用し、

ほんのり苦い大人の味です。

菓心おおすが	
�
   本店
彦根市中央町4-39／tel.0749-22-5722／fax.0749-26-3871

営業時間	
�
   8：00~18：00／木曜日定休

当店の看板商品「彦根銘菓三十五万

石」は、彦根藩井伊大老を偲び謹製

したやわらかい求肥入りのつぶ餡

最中です。地元彦根を代表する銘菓

として、全国各地のお客様にご愛顧

を賜っております。また、当店は原

材料にこだわり、手づくりの真心こ

もった味を大切に一品一品仕上げ

ておりますので、ぜひご賞味下さい。

キャッスルいと~
彦根市本町2-1-5／tel.0749-23-4741／fax.0749-23-1611

営業時間	
�
   9：30~17：30／火曜日定休（オフシーズンのみ）

江戸時代にタイムスリップしたよ

うな城下町「夢京橋キャッスルロー

ド」に位置し、店内では、心を癒すお

香をはじめ、幸運をもたらす縁起物

や、日本の伝統風俗を今に伝える民

芸品を展示販売いたします。また、

ひこにゃんグッズも取りそろえ、皆

様のお越しをおまちしております。

魚	
�
   しかの商店

大師寺（彦根駅前の弘法さん）

彦根市本町1-12-7／tel.0749-22-0275／fax.0749-23-2540

営業時間	
�
   10：00~18：00／不定休

創業は大正14年、「自家製ふなずし」

の老舗です。テレビ・雑誌等で取り

上げられている当店自慢の「ふなず

し」は、先代からの言い伝えを堅く

守りながら、辛味もなく嫌味もない、

まろやかな味を求めて現代風に作

り上げた逸品です。

珍しい「寝弘法さん」奉安の寺。「南

無大師遍照金剛」とお唱えしながら

寝弘法さんの頭や身体をなでて願

い事をするとご利益があるといわ

れています。「彦根一ヵ所七福神」に

は福を求めて参詣者が絶えず、七福

神前の石畳は「四国八十八ヵ所お砂

踏み」ができるようになっています。

手造り和菓子の専門店

です。北海道大納言あ

ずきを使ったあんこを、

ハチミツたっぷりのふ

わふわ生地で包んだ自

慢のどら焼きは食す価

値あり！手造りだからこその味わいをぜひ

ご賞味ください。

みやげ本陣

彦根市佐和町1‐8

tel.0749-21-2001/fax.0749-21-2200

営業時間	
�
   8：00~20：00（冬季は19：00）/定休日なし

滋賀県最大級の品揃え

を誇るおみやげ店です。

ひこにゃんグッズの品

揃えは絶対の自信あり！

彦根銘菓や琵琶湖の名

産品も取り揃えており

ます。彦根観光のおみやげは当店でバッチリ！

この観光地図ご持参で、お会計から5%割引。

あゆの店きむら	
�
   京橋店

彦根市本町2-3-3

tel.&fax.0749-24-1157/火曜日定休

営業時間	
�
   10：00~18：00（お食事11：30~14：30）

素材にこだわった鮎の

専門店。天然小鮎を使

った「小あゆ煮」をはじ

め琵琶湖の味を数多く

取り揃えています。また、

店内にはお食事を召し

上がっていただけるスペースもあり「鮎雑炊」

がお勧め（ただしお昼のみ営業）。

再興湖東焼	
�
   一志郎窯

彦根市本町2-3-3

tel.0749-24-6711/fax.0749-30-0050

営業時間	
�
   10：00~17：00/水曜日定休

酒売処	
�
   林屋

彦根市本町1-7-37

tel.&fax.0749-22-2737

営業時間	
�
   9：30~19：00/火曜日定休

みやおえん	
�
   本町店

彦根市本町1-11-3

tel.&fax.0749-22-1306

営業時間	
�
   9：30~17：00/冬期のみ日曜日定休

明治5年の創業以来、近

江の優れた茶葉を自社

製茶工場で丹念に仕上

げし、味と香りにこだ

わったお茶のみを販売。

さわやかな香りと、ま

ろやかな味の高級煎茶「朝宮」がおすすめ。

抹茶アイス「グリーンソフト」200円も大好評。

「蔵」を意識した造りの

当店では、所狭しと並

ぶ食卓を彩る「陶器と

お箸」やかわいい「小物」

を取り揃えております。

また、彦根ならではの「粋」

と「遊び心」を商品化した“彦根屏風絵陶器”

がおすすめです。

こいで	
�
   京橋店

彦根市本町1-1-3

tel.0749-27-2626/fax.0749-27-2626

営業時間	
�
   10：00~19：00/火曜日定休

トラヤ

彦根市銀座町5-4

tel.0749-22-5821

営業時間	
�
   10：00~18：00/不定休

赤門	
�
   宗安寺

彦根市本町2-3-7

tel.0749-22-0801

拝観時間	
�
   9：00~17：00

彦根初代藩主正室の菩提

寺。本尊は淀殿念持仏。

彦根市城町2-4-12

tel.0749-22-3904

拝観時間	
�
   13：00~17：00

県下唯一快慶仏立像阿弥

陀如来があります。

快慶仏のおてら	
�
   圓常寺

彦根市佐和町7-19／tel .0749-22-7304／拝観時間	
�
   9：00~17：00／拝観無料

天満宮北野神社

彦根藩二代城主井伊直孝公ご創建

の社。御祭神は菅原道真公。学問・文

筆の神様として崇められ、知恵の神

様、学業成就・合格祈願に訪れる参

拝者が多く、彦根の「天神さん」とし

て親しまれています。毎年、1月9日・

10日には「彦根十日ゑびす祭」が催

され、商売繁盛・福徳招来を願う参

拝者で大賑わいします。

彦根市馬場町1-3-10／tel .0749-22-5631／fax.0749-24-6777／拝観無料

多賀大社

ご祭神は始めて夫婦神となった伊

邪那岐・伊邪那美	
�
    二柱の大神をお

まつりしています。伊勢の親神様で、

古くからお多賀さんの名で親しま

れています。ご神徳は延命長寿・縁

むすび・厄除けなどが有名で、年間

170万人の参拝者が訪れます。

犬上郡多賀町多賀604／tel.0749-48-1101／拝観時間	
�
   8：00~16：00／拝観無料


